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シンボルマークは、北秋田市浦田白坂（しろざか）遺跡

出土の「岩偶」です。
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本県には、これまでに発見された約4,900か所の遺跡をはじめとして、

先人の遺産である埋蔵文化財が豊富に残されています。これらの埋蔵文

化財は、地域の歴史や伝統を理解し、未来を展望した彩り豊かな文化を

創造していくうえで、欠くことのできないものであります。

一方、高速交通体系や農業基盤の整備など、豊かで快適な生活を築く

ための地域開発が大規模に行われ、埋蔵文化財保護との調和を図ること

が急務となっております。遺跡分布調査と遺跡確認調査はそのための基

礎的資料となるものです。

本報告書は、平成18年度に国庫補助事業として実施した、高速交通関

連道路整備事業・一般国道13号神宮寺バイパス建設事業などに係る遺跡

分布調査と遺跡確認調査の結果をまとめたものです。

報告書をまとめるにあたり、調査に協力いただきました関係各機関に

感謝申し上げるとともに、今後とも埋蔵文化財の保護につきまして御理

解と御協力をいただけますようお願い申し上げます。

平成19年３月

秋田県教育委員会

教育長 根 岸 均



例 言

１ 本報告書は、平成18年度に秋田県教育委員会が国庫補助金を得て実施した、遺跡分布調査と遺跡

確認調査の報告書である。なお、本書収録の報告は平成18年４月から12月までの実施分であり、平

成19年１月以降実施分については来年度に報告する予定である。また、平成18年１月から３月に実

施した遺跡分布調査の結果報告を平成17年度補足分として掲載した。

２ 本報告書に収録の遺跡分布調査、遺跡確認調査は秋田県教育庁生涯学習課文化財保護室、秋田県

埋蔵文化財センターの職員が担当した。報告は、遺跡分布調査については秋田県教育庁生涯学習課

文化財保護室が、遺跡確認調査については秋田県埋蔵文化財センターの調査担当者がそれぞれ作成

したものを秋田県埋蔵文化財センターが編集した。

３ 本報告書に使用した地図は、国土地理院発行の50,000分の１及び25,000分の１地形図と、国土交

通省、県建設交通部が作成した平面図である。なお、第３章第１節の地図に方位は示していないが、

全て上が北である。
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第１章 はじめに

国庫補助を得て実施した遺跡詳細分布調査のうち、平成18年１月～３月に実施した平成17年度の補

足分は、重要港湾改修工事に係る遺跡分布調査１件である。平成18年４月～12月には、鷹巣大館道路

建設事業、一般国道７号仁賀保本荘道路建設事業、国道県道改築事業、県警本部警察署新築工事等に

係る遺跡分布調査21件と、一般国道13号神宮寺バイパス建設事業、重要港湾改修工事、高速交通関連

道路整備工事、地方道路交付金事業等に係る遺跡確認調査４件である。これらの調査はすでに策定し

てある調査要項に基づいて、秋田県教育庁生涯学習課文化財保護室、秋田県埋蔵文化財センターが、

地元教育委員会の協力を得て、実施したものである。

第２章 実施要項

第１節 遺跡分布調査

１ 調査の目的

開発予定地内を踏査・試掘して遺跡の有無を確認し、遺跡の保護策を講ずる。

２ 調査の方法

� 計画地域の範囲内で遺物の表面採集および試掘調査を実施して遺跡の所在を確認するととも

に、遺跡の性格についても把握する。

� 確認された遺跡は地図に記入し、位置を記録する。

� 遺跡の状況、遠景を写真撮影し、遺跡の概要も記録する。

３ 事業主体者

秋田県教育委員会

４ 調査担当者

秋田県教育庁生涯学習課文化財保護室 副 主 幹 榮 一 郎

主任学芸主事 三 嶋 隆 儀

学 芸 主 事 五十嵐 一 治

学 芸 主 事 菅 原 一 彦

学 芸 主 事 糸 屋 和 憲

文化財主事 吉 川 耕太郎
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５ 調査対象地域及び事業名

第２章 実施要項
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※平成17年度補足分（平成18年１月～３月）

№ 事業者 事 業 名 事業地 調査期間 調査内容 調査結果

１
建 設

交 通 部

重要港湾改修工事臨港道

路生鼻崎線
男鹿市 ３月13日 試掘

事業地内で新発見

の遺跡１か所を確

認した。

※平成18年度分（平成18年４月～12月）

№ 事業者 事 業 名 事業地 調査期間 調査内容 調査結果

１
国 土

交 通 省
鷹巣大館道路建設事業 大館市

10月４日

12月19・20日
試掘

事業地内で新発見

の遺跡１か所を確

認した。

２
国 土

交 通 省

一般国道７号仁賀保本荘

道路建設事業
にかほ市 12月26・27日 試掘

事業地内で新発見

の遺跡２か所を確

認した。

３
国 土

交 通 省

一般国道13号神宮寺バイ

パス建設事業
大仙市 11月２日 試掘

事業地内で新発見

の遺跡１か所を確

認した。

４
国 土

交 通 省

土買川水尺橋取付道路工

事
大仙市 11月30日 試掘

事業地内で遺跡は

確認されなかった。

５
国 土

交 通 省
成瀬ダム建設事業 東成瀬村

７月27・28日

10月４日
試掘

事業地内で遺跡は

確認されなかった。

６
国 土

交 通 省
秋田北税務署増築工事 秋田市 ４月19日 踏査

事業地内で遺跡は

確認されなかった。

７
農 林

水 産 省
平鹿平野農業水利事業 横手市

８月22日

９月13日

踏査

試掘

事業地内で遺跡は

確認されなかった。

８
仙台高等

裁 判 所
省庁別合築宿舎設置計画 横手市 11月30日 試掘

事業地内で遺跡は

確認されなかった。

９
建 設

交 通 部

高速交通関連道路整備工

事県道琴丘上小阿仁線
三種町

５月８日

６月15・16日

踏査

試掘

事業地内で新発見

の遺跡１か所を確

認した。

10
建 設

交 通 部

重要港湾改修工事臨港道

路生鼻崎線
男鹿市 ５月30日 試掘

事業地内で遺跡は

確認されなかった。

11
建 設

交 通 部

国道特殊改良一種工事

一般国道342号
東成瀬村

５月26日

10月31日
試掘

事業地内で遺跡は

確認されなかった。

12
建 設

交 通 部

特定交通安全施設等整備

事業国道107号
横手市 ６月９日 試掘

事業地内で遺跡は

確認されなかった。

13
建 設

交 通 部

地方街路交付金事業

３．４．９横町線
仙北市

７月５日

８月10日

踏査

試掘

事業地内で遺跡は

確認されなかった。



第１節 遺跡分布調査
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※平成18年度工事立会（平成18年４月～12月）

№ 事業者 事 業 名 事業地 立会期間 備 考

１
国 土

交 通 省

鷹巣大館道路建設事業

引欠川橋詳細設計業務
大館市 11月28日

事業地内で周知の遺跡１か所

を確認した。

２
国 土

交 通 省

一般国道７号仁賀保本荘

道路建設事業
にかほ市 ４月10日

事業地内で周知の遺跡１か所

を確認した。

３
国 土

交 通 省

一般国道７号仁賀保本荘

道路建設事業
にかほ市 ６月７・８日

事業地内で周知の遺跡１か所

を確認した。

４
国 土

交 通 省
秋田北税務署造築工事 秋田市 10月27日 周知の遺跡に隣接

５
農 林

水 産 省

平鹿平野農業水利事業

皆瀬２号幹線用水路工事
横手市 10月27日

事業地内で周知の遺跡１か所

を確認した。

６
農 林

水 産 省

平鹿平野農業水利事業

皆瀬６号幹線用水路工事
横手市 11月９日

事業地内で周知の遺跡１か所

を確認した。

№ 事業者 事 業 名 事業地 調査期間 調査内容 調査結果

14
建 設

交 通 部

地方道路交付金事業（主）

比内田代線
大館市

９月15日

10月５日

踏査

試掘

事業地内で遺跡は

確認されなかった。

15
建 設

交 通 部

地方道路交付金事業主要

地方道男鹿琴丘線
男鹿市

９月15日

10月20日

踏査

試掘

事業地内で周知の

遺跡１か所を確認

した。

16
建 設

交 通 部

地方特定道路整備工事

主要地方道秋田天王線
秋田市

９月15日

12月６日
試掘

事業地内で周知の

遺跡１か所を確認

した。

17
産業経済

労 働 部
下新城地区土地造成事業 秋田市 10月27日･30日 試掘

事業地内で遺跡は

確認されなかった。

18
農 林

水 産 部

高能率生産団地路網整備

事業滝ノ原線
湯沢市 11月２日 踏査

事業地内で遺跡は

確認されなかった。

19
農 林

水 産 部

高能率生産団地路網整備

事業山田第３線
湯沢市 11月２日 踏査

事業地内で遺跡は

確認されなかった。

20
県 警 察

本 部
由利本荘警察署新築工事 由利本荘市

７月31日

８月30日

踏査

試掘

事業地内で遺跡は

確認されなかった。

21
県 警 察

本 部

秋田中央警察署幸町交番

改修工事
秋田市 ８月24日 試掘

事業地内で遺跡は

確認されなかった。



第２節 遺跡確認調査

１ 調査の目的

開発事業計画に係る遺跡の広がり、埋没の度合い、時代とその性格を知るために当該地域での遺

物の表面採集及び小規模の発掘調査（遺構確認面までの掘り下げ）を行い、当該埋蔵文化財の保護

と保存を図る。

２ 調査の方法

� 地形を考慮したトレンチ及び試掘坑を設定して行う。また、遺構等が確認された場合、出来

る限り面的に調査範囲を広げてその確認に努める。

� 確認された遺構・遺物、遺物包含層、堆積土の厚さなどは、実測図などにより記録する。ま

た、遺跡の全景と調査状況、遺構・遺物の確認状況などは写真撮影する。

� 使用する地形図は開発部局で作成した最大縮尺の図面とする。

３ 事業主体者

秋田県教育委員会

４ 調査担当者

秋田県埋蔵文化財センター

副 主 幹 柴田陽一郎

学 芸 主 事 石澤宏基 磯村 亨 吉川寿朗 菅原幹夫 袴田道郎 藤田賢哉 山村 剛

調査・研究員 菅原ゆかり 須田亮平

５ 調査対象遺跡及び事業名

第２章 実施要項
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№ 事 業 名 遺跡名（所在地） 調 査 期 間 調 査 担 当 者

①
重要港湾改修工事臨港道路

生鼻崎線

脇本遺跡（男鹿市） 平成18年５月22日

～６月２日

磯村・菅原（ゆ）

②
地方道路交付金事業主要地

方道男鹿琴丘線

小谷地遺跡（男鹿市） 平成18年11月13日

～12月１日

袴田・石澤・藤田・山村・

須田

③

高速交通関連道路整備事業

（県道琴丘上小阿仁線に係

る遺跡確認調査）

柏木岱Ⅱ遺跡（三種町） 平成18年10月16日

～10月27日

柴田・菅原（幹）・須田

④
一般国道13号神宮寺バイパ

ス建設事業

沖田遺跡（大仙市） 平成18年11月20日

～12月８日

柴田・吉川・菅原（幹）



第２節 遺跡確認調査
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第１図 遺跡分布調査・遺跡確認調査地点図
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注１）図中番号は、第２章第１節５の一覧表中の番号と対応する。



第３章 調査の記録

第１節 遺跡分布調査

１ 平成17年度補足分

� 重要港湾改修工事臨港道路生鼻崎線

男鹿市脇本地区で道路改良事業が予定されている生鼻崎線について、路線中心杭№132付近を試掘

した。

調査の結果、周知の遺跡１か所を確認した。今後、確認調査を行って対応を協議することとした。
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№ 遺跡名 所在地 時代 現況 遺構・遺物 備考

１ 脇本遺跡 男鹿市脇本脇本字横町道上 中世 更地 木製品 周知の遺跡

第２図 重要港湾改修工事臨港道路生鼻崎線 遺跡分布調査位置図

１

1：25,000 船越
500m 0 500 1000 1500



２ 平成18年度分

� 鷹巣大館道路建設事業

主要地方道比内田代線から引欠川に至る鷹巣大館道路建設工事予定地に対して46か所の試掘調査を

実施した。調査対象地は北から、毛馬内段丘面、米代川支流である犀川の氾濫源に大きく分かれる。

また、本事業に伴う引欠川橋架橋のための工事用道路建設予定地に対して試掘調査を実施した。南東

側には下野遺跡が近接する。

調査の結果、引欠川右岸の鳥越段丘上にあたる事業予定地内に土坑１基、溝跡１条、土師器を確認

した。周知の遺跡である下野遺跡とは地形的に区分されるため新発見の遺跡（下野Ⅱ遺跡）とした。

工事用道路部分は遺構確認面までの掘削を回避する工法に変更し、工事立会を実施した。本線部分は

今後の対応を協議するため、確認調査が必要である。その他の地点では、遺構・遺物は確認できなかっ

た。ただし、工事予定地には毛馬内火砕流堆積物が３～７ｍ堆積しており、今回、それ以下まで調査

することはできなかった。

第１節 遺跡分布調査
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№ 遺跡名 所在地 時代 現況 遺構・遺物 備考

１ 下野Ⅱ遺跡 大館市本宮字下野 不明 山林 土坑・溝跡 新発見の遺跡

２ 下野Ⅱ遺跡 大館市本宮字下野 古代 山林 土師器 工事用道路

３ ・・・・ 大館市出川字出川 ・・ 水田 なし 犀川氾濫原

４ ・・・・ 大館市出川字上野 ・・ 山林 なし 犀川氾濫原

５ ・・・・ 大館市出川字上野 ・・ 山林 なし

第３図 鷹巣大館道路建設事業 遺跡分布調査位置図

1：25,000 扇田・大館
500m 0 500 1000 1500

５

４

３
１

２



� 一般国道７号仁賀保本荘道路建設事業

由利本荘市の本荘ＩＣからにかほ市の仁賀保ＩＣに至る事業予定地12.5㎞のうち、仁賀保ＩＣ周辺

部について試掘を行った。

調査の結果、周知の前田表遺跡の西側で須恵器・土師器等が出土し、南側でも土師器が出土したこ

とから、それぞれを前田表Ⅱ遺跡、家ノ浦遺跡とし、確認調査を実施することとした。工事施工時の

対応についてはその結果を基に協議することとした。

今後も事業の進捗状況に合わせて試掘等の対応が必要である。

※秋田県文化財調査報告書第413集『遺跡詳細分布調査報告書』（秋田県教育委員会 2006．３）の

p．６、p．13は地点が違っており、周知の前田表遺跡にはかかっていない。本年度分に追加して訂正

する。

なお、立沢遺跡部分については、工場建設の際に発掘調査が実施されているが、用地東側が路線に

かかるため、試掘を行い内容を確認することとしている。

第３章 調査の記録
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№ 遺跡名 所在地 時代 現況 遺構・遺物 備考

１ 前田表Ⅱ遺跡 にかほ市両前寺字前田表 古代

中世

水田 須恵器・土師器

瀬戸美濃・初期伊万里

新発見の遺跡

２ 家ノ浦遺跡 にかほ市両前寺字家ノ浦 古代 水田 土師器 新発見の遺跡

３ ・・・・ にかほ市両前寺字井戸尻 ・・ 水田 なし 平成17年度調査

４ ・・・・ にかほ市両前寺字井戸尻 ・・ 山林 なし 平成17年度調査

５ ・・・・ にかほ市両前寺字山田下 ・・ 山林 なし 平成16年度調査

第４図 一般国道７号仁賀保本荘道路建設事業 遺跡分布調査位置図

３

４

５

２

１

1：25,000 平沢
500m 0 500 1000 1500



� 一般国道13号神宮寺バイパス建設事業

大仙市の花館地区（旧大曲市）から北楢岡地区（旧神岡町）に至る事業予定地9.6㎞のうち、路線

中心杭№290～325について試掘した。

調査の結果、土坑を検出し、縄文土器が出土したことから沖田遺跡とし、確認調査を実施すること

とした。工事施工時の対応については確認調査の結果をもとに協議することとした。

今後も事業の進捗状況に合わせて試掘等の対応が必要である。

� 土買川水尺橋取付道路工事

大仙市刈和野で進められている土買川河川改修事業で、水尺橋の架け替えが予定されており、現道

に接続する部分を試掘した。延長は40ｍ。

調査の結果、地崩れのために多量に盛られた土や土買川に流れ込んだと思われる旧沢筋があり、遺

構・遺物は確認されなかった。

第１節 遺跡分布調査
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№ 遺跡名 所在地 時代 現況 遺構・遺物 備考

１ 沖田遺跡 大仙市北楢岡字沖田 縄文 水田 土坑・縄文土器 新発見の遺跡

第５図 一般国道13号神宮寺バイパス建設事業 遺跡分布調査位置図

№ 遺跡名 所在地 時代 現況 遺構・遺物 備考

１ ・・・・ 大仙市刈和野字水尺川向大道西 ・・ 水田 なし

第６図 土買川水尺橋取付道路工事 遺跡分布調査位置図

1：25,000 刈和野東部
500m 0 500 1000 1500

１

１

1：25,000 刈和野東部
500m 0 500 1000 1500



� 成瀬ダム建設事業

東成瀬村で進められている成瀬ダム建設事業の事業予定地のうち、昨年度の調査で新たに発見した

白岩小沢遺跡と石器を採取した赤滝広場とその周辺部を試掘した。

白岩小沢遺跡については、遺跡の内容等を詳細に把握するため試掘調査を実施したが、遺構の存在

する可能性は極めて低く、遺物の散布状況も希薄なことを再確認した。

赤滝広場については、土の堆積状況は良好であったが遺構・遺物は確認できなかった。また、その

周辺部では牧草地等造成のため撹乱を受けており遺構・遺物は確認できなかった。

今後も事業の進捗状況に合わせ、試掘等の対応が必要である。

第３章 調査の記録
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№ 遺跡名 所在地 時代 現況 遺構・遺物 備考

１ 白岩小沢遺跡 東成瀬村椿川字白岩小沢 縄文 山林 なし 周知の遺跡

２ ・・・・ 東成瀬村椿川字仁郷北ヶ沢 ・・ 原野 なし

３ ・・・・ 東成瀬村椿川字仁郷北ヶ沢 ・・ 原野 なし

第７図 成瀬ダム建設事業 遺跡分布調査位置図

１

２

３

ダムサイト

1：25,000 小安温泉
500m 0 500 1000 1500



� 秋田北税務署増築工事

秋田市土崎港中央６丁目に所在する秋田北税務署増築工事の事業対象予定地に対して踏査を実施し

た。対象地は西側に湊城跡が隣接する。

踏査の結果、地下埋設物が煩雑に入っており、工事対象面積がきわめて狭小で試掘調査が不可能で

あると判断したことから、工事立会とした。

第１節 遺跡分布調査
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№ 遺跡名 所在地 時代 現況 遺構・遺物 備考

１ ・・・ 秋田市土崎港中央 ・・ 宅地 なし

第８図 秋田北税務署造築工事 遺跡分布調査位置図

1：25,000 土崎
500m 0 500 1000 1500

１



� 平鹿平野農業水利事業

横手市、湯沢市で計画されている平成18年度事業予定地を踏査した。本事業は既存の水路を改修す

るもので掘削規模はほぼ現水路幅である。

皆瀬２号幹線用水路については、周知の中清水遺跡がかかるため試掘した。調査の結果、遺構・遺

物は確認されなかった。工事施工時の対応は工事立会とした。

皆瀬６号幹線用水路は、周知の前田城跡にかかるが、現水路幅以上の掘削が生じないことから踏査

のみを実施した。調査の結果、遺構・遺物は確認されなかった。工事施工時の対応は工事立会とした。

皆瀬７号幹線用水路は、新たに掘削される水路が生じたため試掘した。調査の結果、皆瀬川の影響

を受けていることが分かり、遺構・遺物は確認されなかった。

皆瀬１号・３号幹線用水路については踏査の結果から試掘等の対応は生じないと判断した。

今後も事業の進捗状況に合わせ、試掘等の対応が必要である。

第３章 調査の記録
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№ 遺跡名 所在地 時代 現況 遺構・遺物 備考

１ 中清水遺跡 横手市平鹿町中吉田字中清水 ・・ 山林 なし 周知の遺跡

２ 前田城跡 横手市十文字町佐賀会字新山道添 ・・ 水田 なし 周知の遺跡

３ ・・・・ 横手市十文字町佐賀会字石川原 ・・ 水田 なし

４ ・・・・ 湯沢市岩崎字中川原 ・・ 山林 なし

５ ・・・・ 横手市十文字町仁井田字朴木ほか ・・ 水田 なし

６ ・・・・ 横手市十文字町上鍋倉字東坊田野 ・・ 宅地 なし

第９図 平鹿平野農業水利事業 遺跡分布調査位置図�

第10図 平鹿平野農業水利事業 遺跡分布調査位置図�

1：25,000 横手
500m 0 500 1000 1500

１

６

２

３
５

４
1：25,000 十文字

500m 0 500 1000 1500



� 省庁別合築宿舎設置計画

横手市赤坂で計画されている建築予定地を試掘した。周知の遺跡（郷士館跡）が隣接する。

調査の結果、既に造成により撹乱を受けていることが確認され、遺構・遺物は確認されなかった。

� 高速交通関連道路整備工事県道琴丘上小阿仁線

県道能代五城目線から上岩川小学校の南側を経て新勝平橋付近に至る琴丘上小阿仁線の事業予定地

に対して試掘調査を実施した。

調査の結果、三種川支流の小又川の河岸段丘上の黒色土中から縄文土器、石器が出土したため、新

発見の遺跡（柏木岱Ⅱ遺跡）とした。今後の対応を協議するため、確認調査が必要である。その他の

地点では遺構・遺物は確認されなかった。

第１節 遺跡分布調査
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№ 遺跡名 所在地 時代 現況 遺構・遺物 備考

１ ・・・・ 横手市赤坂字郷士館 ・・ 宅地 なし

№ 遺跡名 所在地 時代 現況 遺構・遺物 備考

１ 柏木岱Ⅱ遺跡 三種町上岩川字柏木岱 縄文 山林 縄文土器・石器 新発見の遺跡

２ ・・・・ 三種町上岩川字落合 ・・ 水田 なし

３ ・・・・ 三種町上岩川字勝平 ・・ 水田 なし

４ ・・・・ 三種町上岩川字勝平 ・・ 水田 なし

第11図 省庁別合築宿舎設置計画 遺跡分布調査位置図

１

1：25,000 横手
500m 0 500 1000 1500

第12図 高速交通関連道路整備工事県道琴丘上小阿仁線 遺跡分布調査位置図

１

２

３

４

1：25,000 小又口
500m 0 500 1000 1500



� 重要港湾改修工事臨港道路生鼻崎線

男鹿市脇本地区で道路改良事業が予定されている生鼻崎線について、路線中心杭№135～154の区間

を試掘した。

調査の結果、遺構・遺物とも確認できなかった。

� 国道特殊改良一種工事一般国道342号

雄勝郡東成瀬村田子内地区で道路改良事業が予定されている国道342号について、路線中心杭№１

～39の区間を試掘した。

調査の結果、遺構・遺物ともに確認できなかった。

第３章 調査の記録
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№ 遺跡名 所在地 時代 現況 遺構・遺物 備考

１ ・・・・ 男鹿市脇本脇本字横町道上 ・・ 原野 なし

№ 遺跡名 所在地 時代 現況 遺構・遺物 備考

１ ・・・・ 雄勝郡東成瀬村田子内 ・・ 水田・原野 なし

２ ・・・・ 雄勝郡東成瀬村岩井川 ・・ 水田・原野 なし

第13図 重要港湾改修工事臨港道路生鼻崎線 遺跡分布調査位置図

１

1：25,000 船越
500m 0 500 1000 1500

第14図 国道特殊改良一種工事一般国道342号 遺跡分布調査位置図

１

２

1：25,000 田子内
500m 0 500 1000 1500



第15図 特定交通安全施設等整備事業国道107号 遺跡分布調査位置図

� 特定交通安全施設等整備事業国道107号

横手市平鹿町樽見内地区で道路改良事業が予定されている国道107号について、路線中心杭№13～

26の区間を試掘した。

調査の結果、遺構・遺物とも確認できなかった。

� 地方街路交付金事業３．４．９横町線

仙北市角館町で道路改良事業が予定されている都市計画道路横町線について、道路中心杭№０～８

の区間を試掘した。

調査の結果、江戸時代の整地面を一部確認し、近世磁器が出土したが、遺構は確認できなかった。

第１節 遺跡分布調査
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№ 遺跡名 所在地 時代 現況 遺構・遺物 備考

１ 樽見内古館跡 横手市平鹿町樽見内 古代 宅地 なし 周知の遺跡

№ 遺跡名 所在地 時代 現況 遺構・遺物 備考

１ ・・・・ 仙北市角館町横町 江戸 宅地 近世磁器

第16図 地方街路交付金事業３．４．９横町線 遺跡分布調査位置図

1：25,000 角館
500m 0 500 1000 1500

１

１

1：25,000 浅舞
500m 0 500 1000 1500



� 地方道路交付金事業（主）比内田代線

大館市で道路改良事業が予定されている比内田代線について、道路中心杭№８～17の区間を試掘し

た。

調査の結果、遺構・遺物ともに確認できなかった。

� 地方道路交付金事業主要地方道男鹿琴丘線

男鹿市で道路改良事業が予定されている男鹿琴丘線について、道路中心杭№33～44の区間を試掘し

た。

調査の結果、隣接地で過去数次にわたる発掘調査時に検出した遺物包含層が良好な状態で堆積して

いることを確認した。

今後、確認調査を行って対応を協議することとした。

第３章 調査の記録
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№ 遺跡名 所在地 時代 現況 遺構・遺物 備考

１ ・・・・ 大館市板沢 ・・ 山林 なし

№ 遺跡名 所在地 時代 現況 遺構・遺物 備考

１ 小谷地遺跡 男鹿市脇本富永字小谷地 古代 道路用地 なし

第17図 地方道路交付金事業（主）比内田代線 遺跡分布調査位置図

１

1：25,000 早口
500m 0 500 1000 1500

第18図 地方道路交付金事業主要地方道男鹿琴丘線 遺跡分布調査位置図

1：25,000 寒風山
500m 0 500 1000 1500

１



� 地方特定道路整備工事主要地方道秋田天王線

秋田市で道路建設事業が予定されている秋田天王線について、道路中心杭№10～37の区間を試掘し

た。

調査の結果、街道端西遺跡の部分を含め、畑地・果樹園の開墾時に大きく削平を受けており、遺構・

遺物ともに確認できなかった。

� 下新城地区土地造成事業

秋田市下新城地区の土地造成事業予定地のうち、第１工区第１期の今年度工事予定地２か所につい

て、試掘調査を実施した。

調査の結果、２か所とも遺構・遺物は確認されなかった。当該工事予定地は、比較的最近まで継続

して形成された新期砂丘であり、遺跡が分布する可能性は低いと推定される。今年度工事予定地につ

いては、埋蔵文化財対応は不要と判断した。今後は、第１工区第１期事業の来年度工事予定地分およ

び第２期以降の工事予定地の試掘調査が必要である。

第１節 遺跡分布調査

―17―

№ 遺跡名 所在地 時代 現況 遺構・遺物 備考

１ 街道端西遺跡 秋田市下新城中野 古代 畑地 なし

№ 遺跡名 所在地 時代 現況 遺構・遺物 備考

１ ・・・ 秋田市下新城中野字街道端 ・・ 防風林 なし

２ ・・・ 秋田市下新城中野字街道端 ・・ 防風林 なし

第20図 下新城地区土地造成事業 遺跡分布調査位置図

１ ２

1：25,000 土崎
500m 0 500 1000 1500

第19図 地方特定道路整備工事主要地方道秋田天王線 遺跡分布調査位置図

１

1：25,000 土崎
500m 0 500 1000 1500



� 高能率生産団地路網整備事業滝ノ原線

湯沢市皆瀬滝ノ原地区で予定されている林道整備事業で、工事延長2.5㎞の事業予定地のうち、起

点と終点の周辺を踏査した。

踏査の結果、事業予定地内で遺跡は確認されなかった。未調査区については、地形を勘案して、今

後の対応は不要と判断した。

� 高能率生産団地路網整備事業山田第３線

湯沢市山田地区で予定されている林道整備事業で、工事延長6.5㎞の事業予定地のうち、今年度着

工の2.3㎞を踏査した。

踏査の結果、事業予定地内で遺跡は確認されなかった。なお、事業予定地には周知の堂ヶ沢館があ

り、今後調査の必要な地区を残している。

第３章 調査の記録
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№ 遺跡名 所在地 時代 現況 遺構・遺物 備考

１ ・・・・ 湯沢市皆瀬滝ノ原 ・・ 山林 なし

№ 遺跡名 所在地 時代 現況 遺構・遺物 備考

１ ・・・・ 湯沢市山田 ・・ 山林 なし

第21図 高能率生産団地路網整備事業滝ノ原線 遺跡分布調査位置図

１

1：25,000 小安温泉
500m 0 500 1000 1500

第22図 高能率生産団地路網整備事業山田第３線 遺跡分布調査位置図

１

1：25,000 湯沢
500m 0 500 1000 1500



� 由利本荘警察署新築工事

由利本荘市で新築が予定されている由利本荘警察署について、庁舎建設予定地を試掘した。

調査の結果、江戸時代の整地面を一部確認し、近世磁器が出土したが、遺構は確認できなかった。

�� 秋田中央警察署幸町交番改修工事

秋田市高陽幸町で予定されている秋田中央警察署幸町交番の曳屋工事で、事業予定地の試掘を行っ

た。

調査の結果、事業予定地で遺構・遺物ともに確認されなかった。

第１節 遺跡分布調査
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№ 遺跡名 所在地 時代 現況 遺構・遺物 備考

１ ・・・・ 由利本荘市中町 江戸 宅地 近世磁器

№ 遺跡名 所在地 時代 現況 遺構・遺物 備考

１ ・・・・ 秋田市高陽幸町 ・・ 旧駐車場 なし

第23図 由利本荘警察署新築工事 遺跡分布調査位置図

１

1：25,000 本荘
500m 0 500 1000 1500

第24図 秋田中央警察署幸町交番改修工事 遺跡分布調査位置図

1：25,000 秋田西部
500m 0 500 1000 1500

１



第２節 遺跡確認調査

� 重要港湾改修工事臨港道路生鼻崎線

脇本遺跡

１ 遺跡所在地 男鹿市脇本脇本字横町道上

２ 確認調査期間 平成18年５月22日～６月２日

３ 確認調査対象面積 1,190㎡

４ 工事区域内遺跡面積 760㎡（Ａ区：220㎡ Ｂ区：540㎡）

５ 遺跡の立地と現況

ａ 立地

本遺跡は、ＪＲ男鹿線脇本駅より南西へ1.5㎞に位置し、標高４～５ｍの平地に立地する。確認調

査対象区域の北西側には、史跡脇本城跡が位置し、東側には脇本本郷集落がある。

ｂ 現況

荒蕪地である。

６ 確認調査の方法

調査対象区の形に合わせて14本のトレンチを設定した。トレンチ幅は1.5ｍで総延長80ｍである。

重機による掘削後、確認面及びトレンチ壁面を精査し、遺構・遺物の有無を確認した。

実質調査面積は120㎡で調査対象区の10.1％にあたる。

調査の記録は、検出遺構と出土遺物の位置を示す平面図及び土層図の作成と写真によった。

７ 確認調査の結果

ａ 層序

遺跡の層序は以下の通りである。

第Ⅰ層 褐色（7.5YR4/6） 表土 層厚15～40㎝

第Ⅱ層 褐色（7.5YR4/6） 礫・瓦礫層 砂質土と大小の礫・瓦礫 層厚40～120㎝

第Ⅲ層 褐色（7.5YR4/3） 植物腐食層 層厚20～30㎝

第Ⅳ層 灰褐色（7.5YR4/2） 砂質土・旧表土 層厚10～20㎝

第Ⅴ層 黒褐色（7.5YR3/2） 盛土整地層 黒褐色土と青灰色粘土からなり､ 層厚10～20㎝

上面が堅く締まる

第Ⅵ層 灰褐色（7.5YR6/2） 灰褐色砂質土 やや青っぽい 層厚20㎝

第Ⅶ層 極暗褐（7.5YR2/3） 植物腐食層 層厚100㎝～

第Ⅷ層 基盤層 脇本層

遺跡の現地形は、Ａ区が全体的に平坦で、Ｂ区は南側に向かって低くなっている。

Ａ区の土層は、第１～５トレンチで第Ⅱ～Ⅵ、Ⅷ層が認められ、第６～９トレンチでは、第Ⅲ、Ⅳ

層が存在せず、第Ⅵ層の下が第Ⅷ層となっている。第Ⅱ層は、北側の山裾が崩落した土で、土師器・

須恵器片が混在する。これは、一段高位の段丘面にある横町道上Ⅰ遺跡からの流れ込みと考えられる。

Ｂ区の土層は、第Ⅰ～Ⅴ層および第Ⅶ、Ⅷ層からなる。第Ⅵ層は見られず、第Ⅶ層の上位には第Ⅴ

層が広がっている。

第３章 調査の記録
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ｂ 検出遺構と出土遺物

中世のカマド状遺構１基、土坑１基、柱穴11基の計13遺構を検出した。出土した遺物は、中近世の

陶磁器、木製品である。Ｂ区の整地層上面で検出した柱穴の埋土からは、15世紀の青磁、越前系陶器

が出土した。また、第Ⅴ層周辺からは箸等の木製品が出土しており、先端部を加工した板材に「地蔵

菩薩」「七月十四」と墨書されたものもあった。第11トレンチでは、径1.2ｍの円形土坑を検出した。

柱穴、土坑とも、埋土の状況から埋め戻されたものである可能性が高い。

８ 所見

ａ 遺跡の種類

中世城館に伴う集落の一部と推定される。

ｂ 遺跡の範囲と工事区域

遺跡は、調査対象区全域と考えられる。第６～９トレンチでは、表土の下が砂礫層となっており、

現代の道路建設時に削平されたと判断される。したがって、工事区域内の要発掘調査範囲は、第31図

に示した通りである。

ｃ 発掘調査時に予想される遺構・遺物

調査予定地からは、中世の盛土遺構が検出され、それを掘り込む掘立柱建物跡、土坑等が多数見つ

かるものと推測する。遺物は、中世から近世にかけての陶磁器、木製品を中心に出土すると考えられ

る。

第２節 遺跡確認調査
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第25図 脇本遺跡位置図

第26図 脇本遺跡推定範囲図

０ 50m

脇本遺跡

1：25,000 船越
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第27図 脇本遺跡確認調査範囲と遺跡基本層序記録地点図

第28図 脇本遺跡基本層序図
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脇本遺跡

第14トレンチ中央部

柱穴確認状況（南から）

脇本遺跡

第11トレンチ

南側柱穴断面（西から）

脇本遺跡

第11トレンチ

土坑確認状況（南から）



� 地方道路交付金事業主要地方道男鹿琴丘線

小谷地遺跡

１ 遺跡所在地 男鹿市脇本富永字小谷地８・９外

２ 確認調査期間 平成18年11月13日～12月１日

３ 確認調査対象面積 4,300㎡

４ 工事区域内遺跡面積 2,800㎡

５ 遺跡の立地と現況

ａ 立地

本遺跡はＪＲ男鹿線脇本駅より北へ0.8㎞に位置し、西にそびえる寒風山の裾野、標高10mの水田

地帯に立地する。確認調査区域の東側には水田が広がり、旧八郎潟に連なっている。

確認調査区外の西側には昭和39年から同41年、および同58年の発掘調査によって発見された平安時

代の埋没家屋が所在する。また南西約３㎞には国指定史跡脇本城跡がある。

ｂ 現況

周囲は水田だが、調査対象区域はすでに地方道男鹿琴丘線用に盛土がされた微高地となっている。

遺跡中央北側を東西に幅員4.5ｍの農道が通る。また中央部南側には用水路用土管が埋められており、

中央部を北西から南東に向けて斜めに土地改良区用パイプラインが埋められている。

６ 確認調査の方法

調査は調査区域の東側面のカーブに添う形で路線方向南北に１本、それに直交する方向に15本のト

レンチを設定した。トレンチの幅は約１ｍで、重機で掘り下げたのち、確認面及びトレンチ壁面を精

査し、遺構・遺物の有無を確認した。遺構の検出が予想された調査区北側部分では住居跡検出後、本

調査への保存のため必要以上のトレンチ設定はとりやめ、遺構がみられなかった南側部分を中心に遺

構検出に努めた。実質調査面積は320㎡で調査対象面積の7.5％にあたる。

調査の記録は、検出遺構と出土遺物の位置を示す平面図及び土層図の作成と写真によった。

７ 確認調査の結果

ａ 層序

調査区には盛土が約１ｍの深さで盛られており、その下にはビニールシートが埋められている。こ

の盛土部分を除き、本遺跡の層序は以下の通りである。したがって図による０ｍ地点はすでに盛土表

層から約１ｍ掘り下げた点から始まる。

第Ⅰ層 黒色土 （10YR２/１） 表土・耕作土 層厚10～30㎝

第Ⅱ層 灰色土 （10Y４/１） 粘土 層厚20～40㎝

第Ⅲ層 黒色土 （10YR1.7/１） シルト（遺構確認面） 層厚0～20㎝

第Ⅳ層 褐灰色土（2.5Y４/３） 粘土（遺物含有層） 層厚20～40㎝

第Ⅴ層 黒褐色土（2.5Y３/１） シルト 自然木多量含む 層厚15～30㎝

第Vｂ層 黒色土 （10YR1.7/１） シルト 層厚20～30㎝

第Ⅵ層 青灰色砂（10BG６/11） 砂 層厚20～40㎝

第Ⅶ層 黒色土 （10YR1.7/１） シルト 層厚20～40㎝

第Ⅲ層上面が遺構確認面だが、調査区中央部から南端までは存在しない。

第３章 調査の記録
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ｂ 検出遺構と出土遺物

検出した遺構は住居跡１軒、土坑２基、杭列１条である。住居跡は約40㎝の竪穴で、その上方に杉

板、杉皮による屋根ないしは壁が良好な保存状態で残っている。遺物は土師器、須恵器、柱材が出土

した。検出された遺構・遺物は全て第Ⅲ・Ⅳ層で確認され、調査区中央部から北端に分布している。

８ 所見

ａ 遺跡の種類

出土した土器の年代から、８世紀末～９世紀前半の集落跡の一部と推定される。

ｂ 遺跡の範囲と工事区域

工事区域内の遺跡範囲は、遺構・遺物が確認された中央部から北側2,800㎡である。調査対象区域

の水路を挟んだ南側では、遺構・遺物ともに検出されなかったので遺跡範囲から除外した。しかし、

遺構、遺物が調査区中央から北端に分布していることから、調査区の北側に遺跡が広がっている可能

性は大きいので確認調査が必要である。

ｃ 発掘調査時に予想される遺構・遺物

遺構は奈良時代末から平安時代の住居跡、柱列などが検出されると推測される。遺物は土師器、須

恵器、木製品の出土が予想され、住居跡周辺からの出土量は多いと思われる。

第２節 遺跡確認調査
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第32図 小谷地遺跡位置図

第33図 小谷地遺跡推定範囲図

０ 100m

小谷地遺跡 1：25,000 寒風山
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第34図 小谷地遺跡確認調査範囲と遺跡基本層序記録地点図

第35図 小谷地遺跡基本層序図
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小谷地遺跡

遺跡全景（南から）

小谷地遺跡

第１トレンチ

住居跡確認状況

（南から）

小谷地遺跡

第15トレンチ

杭列確認状況（東から）



� 高速交通関連道路整備事業（県道琴丘上小阿仁線に係る遺跡確認調査）

柏木岱Ⅱ遺跡

１ 遺跡所在地 秋田県山本郡三種町上岩川字柏木岱15外

２ 確認調査期間 平成18年10月16日～10月27日

３ 確認調査対象面積 700㎡

４ 工事区域内遺跡面積 700㎡

５ 遺跡の立地と現状

ａ 立地

遺跡は、ＪＲ奥羽本線鹿渡駅から東約６㎞、三種町上岩川地内を北流する２級河川三種川とその支

流小又川が合流する地点から西約150ｍの左岸段丘上に位置する。調査区は柏木岱集落の南端で段丘

先端部にあり、段丘下にある小又口集落との比高は約８ｍで、南東側は急斜面となっている。その斜

面先を小又川が三種川との合流地点に向けて西流する。

ｂ 現況

平成16年までは畑地として使用されていたが、道路用地となってからは荒れ地となっている。調査

に先立ち、除草と若干の伐採がされている。北側から進入するためには、工場廃屋敷地内と民地を通

らなければならず、重機の進入経路を確保することは困難である。

６ 確認調査の方法

県道能代五城目線との交差部を起点とする路線中心杭№11～13に相当する段丘縁辺部分を調査対

象とした。調査は路線幅杭を基準として路線とほぼ並行に、東西方向に６ｍ間隔で２本、それと直交

する南北方向に５ｍ間隔で８本、東端は直交する２本のトレンチを設定した。西端の部分は通路を確

保する関係で調査していない。トレンチの幅は１ｍであるが遺構確認のため拡張した部分もあり、確

認調査面積は233㎡で調査対象面積の約33％である。トレンチは全て人力により掘削した後に精査を

行って遺構・遺物の確認に努めた。調査の記録はモノクロフィルム・デジタルカメラによる写真記録、

検出遺構・遺物の位置を示す平面図、主要地点の土層断面図によった。

７ 確認調査の結果

ａ 層序

第７トレンチの土層観察から、遺跡の基本層序は以下の通りである。

第Ⅰ層 黒色土 （10ＹＲ２/１） 表土 層厚５～25㎝

第Ⅱ層 黒色土 （10ＹＲ２/１） 耕作土 層厚５～25㎝

第Ⅲ層 灰黄褐色土 （10ＹＲ４/２） 漸移層 縄文時代の遺物包含層 層厚０～20㎝

第Ⅳ層 褐色土 （10ＹＲ４/４） 粘質土 地山

調査区北東側の表土は南東側に移動し、整地された形跡がある。西側は東側に比べて地山までの層

厚が増している。特に北西側は層が厚く遺物が多く出土する。遺物は第Ⅱ層下面から第Ⅲ層にかけて

出土する。遺構確認面は第Ⅳ層である。

ｂ 検出遺構と検出遺物

遺構は土器埋設遺構が１基、土坑が13基、柱穴様ピットが15基確認された。確認された土坑は直径

45㎝の円形に近く、比較的浅いものが多い。遺物は、縄文時代前期から後期にかけての土器（中コン
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テナで７箱）と剥片石器（石槍６点、石鏃16点、石錐２点、石匙17点、円形掻器３点、掻器２点、石

箆６点、ほか剥片が中コンテナで22箱）、礫石器（磨製石斧１点、石皿１点、石錘２点）、石製品（三

脚石器11点）が出土している。石匙や石箆は破損したものや製作途中と思われるものが出土している。

また、三脚石器が11点出土したことも大きな特徴といえる。このことは遺跡の性格を判断するひとつ

の材料となる。

８ 所見

ａ 遺跡の種類

縄文時代前期と後期の集落跡と考えられる。

ｂ 遺跡の範囲と工事区域

調査範囲内は全て遺跡範囲と考えられる。

ｃ 発掘調査時に予想される遺構・遺物

遺構は縄文時代の住居跡・溝跡・土坑・柱穴様ピットなどが検出されると考えられる。遺物は調査

範囲全域にわたって出土すると考えられ、中コンテナ換算で石器は70箱、土器は20箱程度出土するも

のと考えられる。
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第39図 柏木岱Ⅱ遺跡位置図

1：25,000 小又口
500m 0 500 1000 1500

第40図 柏木岱Ⅱ遺跡推定範囲図

０ 200m
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第41図 柏木岱Ⅱ遺跡確認調査範囲と遺跡基本層序記録地点図
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第42図 柏木岱Ⅱ遺跡基本層序図
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柏木岱Ⅱ遺跡

第11トレンチ

土器埋設遺構確認状況

（東から）

柏木岱Ⅱ遺跡

第12・13トレンチ

土坑確認状況

（北東から）

柏木岱Ⅱ遺跡

第６トレンチ

土器片検出状況

（東から）



� 一般国道13号神宮寺バイパス建設事業

沖田遺跡

１ 遺跡所在地 大仙市北楢岡字沖田60番地外

２ 確認調査期間 平成18年11月20日～12月８日

３ 確認調査対象面積 10,235㎡

４ 工事区域内遺跡面積 7,900㎡

５ 遺跡の立地と現況

ａ 立地

遺跡はＪＲ奥羽本線神宮寺駅より北西へ3.5㎞に位置し、西流する雄物川右岸に形成された標高20

～22ｍの河岸段丘上に立地する。確認調査区域の北側には奥羽本線が走り、北東側には雄物川の残存

湖である大浦沼が広がっている。遺跡周辺は水田地帯である。

遺跡の東側500ｍには、今年度発掘調査が行われ平安時代の竪穴住居跡が検出された布田谷地遺跡

がある。

ｂ 現況

調査対象地は休耕田となっている。また、遺跡の中央を幅員3.5ｍの市道北楢岡山岸線が南北に通っ

ている。

６ 確認調査の方法

トレンチの幅は約1.8ｍで、路線方向（東西方向）に３本、それに直交するように（南北方向）10

ｍ間隔で15本設定した。また、路線の張り出し部（調査区南側と北側に１ヵ所ずつ）については、市

道に平行するように４本、それに直交するように12本のトレンチを設定した。基本的には重機による

掘削の後、確認面及びトレンチ壁面の精査を行い、遺構・遺物の有無を確認したが、一部のトレンチ

においては人力で掘削した場所もある。

調査の記録は、検出遺構と出土遺物の位置を示す平面図及び簡易土層図の作成と写真記録によった。

また、一部の遺構については土量を把握するために半截した。

実質調査面積は2,404㎡で、調査対象面積の23.5％に相当する。

７ 確認調査の結果

ａ 層序

各トレンチの土層観察から、遺跡の基本層序は次の通りである。

第Ⅰ－ａ層 黒褐色土 （10ＹＲ２/３） 耕作土 層厚10～25㎝

第Ⅰ－ｂ層 黒褐色土 （10ＹＲ３/２） 土地区画整理時の造成土 層厚０～20㎝

第Ⅱ層 黒色土 （10ＹＲ２/１） 平安時代の遺物包含層 層厚０～25㎝

第Ⅲ層 暗褐色土 （10ＹＲ３/３） 漸移層 縄文時代の遺物包含層 層厚０～35㎝

第Ⅳ層 にぶい黄褐色土（10ＹＲ４/３） 地山

第Ⅱ・Ⅲ層が遺物包含層であるが、２か所の路線張り出し部においては包含層の無い所もある。土

師器や須恵器は第Ⅱ層、縄文土器は第Ⅲ層で出土した。また、遺構は第Ⅲ・Ⅳ層で確認できたが、土

師器や須恵器が第Ⅱ層で出土していることから、第Ⅱ層中から掘り込まれている遺構が存在する可能

性もあり、慎重な遺構確認作業が必要と思われる。
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ｂ 検出遺構と出土遺物

調査区全体から散発的に遺構・遺物を検出した。遺構は土坑２基、溝跡３条、井戸跡４基、性格不

明遺構１基、柱穴様ピット13基である。第10トレンチで検出された柱穴様ピットは約３ｍ間隔で３基

並んでおり、掘立柱建物跡になる可能性がある。また、第18トレンチでは炭化物の広がりを確認し、

その周辺から土師器や須恵器が出土した。周囲に竪穴状の掘り込みや焼土がないかを調査したが、確

認することはできなかったので性格不明遺構とした。ただし、この地点はある程度広い範囲に渡って

黒色土の広がりが認められるので、竪穴住居跡が存在する可能性がある。

推定される各遺構の規模は、土坑で直径１ｍ、深さ0.5ｍ、溝跡は幅２～10ｍ、深さ1.2～1.5ｍで長

さ30～90ｍ、井戸跡が直径１ｍ、深さ1.2ｍほどと思われる。遺物は、縄文土器、平安時代の土師器・

須恵器、近世の陶器などが出土したが、その量は総計で中コンテナ１箱分と少ない。

８ 所見

ａ 遺跡の種類

平安時代の集落跡と推定される。

ｂ 遺跡の範囲と工事区域

工事区域内で発掘調査が必要な範囲は、調査区中央部を通る市道の両側7,900㎡である（市道部分

も含む）。調査区東側と西側の一部は暗渠埋設に伴う攪乱が著しく、水の湧出量も多かった。さらに、

遺構・遺物の検出も無かったため、調査対象範囲から除外した。

ｃ 発掘調査時に予想される遺構・遺物

遺構は、平安時代の掘立柱建物跡・土坑・溝跡・柱穴様ピットなどが検出されると考えられる。遺

物は、平安時代の土師器・須恵器、縄文土器の出土が予想されるが、出土量は少ないと思われる。
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第46図 沖田遺跡位置図

1：25,000 大 曲
500m 0 500 1000 1500

第47図 沖田遺跡推定範囲図

０ 50m
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第48図 沖田遺跡確認調査範囲と遺跡基本層序記録地点図

０ 50m
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第49図 沖田遺跡基本層序図
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沖田遺跡

第10トレンチ

土師器出土状況

（東から）

沖田遺跡

第33トレンチ

溝跡断面（西から）

沖田遺跡

第10トレンチ

縄文土器出土状況

（東から）
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